
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

耳鼻咽喉科専門研修コース（大森） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
耳鼻咽喉科専門医を目指す臨床研修。 
 
研修カリキュラム 
１年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 耳鼻咽喉科 
研修期間 
1 年 
習得内容 
外来診療では初診外来に同席し、カルテの記載、一般的な耳鼻咽喉科診察のほか、鼓膜切開術や、鼻出

血止血術、扁桃周囲膿瘍切開排膿術などの外来処置ができるようになります。 
病棟では指導医のもと、突発性難聴、顔面神経麻痺、めまい、急性炎症疾患などの患者を受け持ち、一

般的な耳鼻咽喉科疾患の診断、治療を行うことができます。また、扁桃摘出術、声帯ポリープ切除術な

どの手術患者も担当し、術者として経験をつむことができます。毎週月曜午後に行われる教授回診では

担当患者のプレゼンテーションを行います。  
 
２～３年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院 耳鼻咽喉科 
研修期間 
2 年 
習得内容 
外来では週に一度、再診を担当することにより臨床経験を幅広く身につけることができます。判断に迷

う症例や難しい処置があれば、指導医のもと診療して手技を体得します。また、局所麻酔下での外来手

術（鼻骨骨折整復術、鼓膜チューブ挿入術、頸部リンパ節生検、気管切開術など）を術者として行うこ

とができるようになります。 
病棟では鼻疾患の患者を術者として受け持ち、内視鏡下鼻内手術を指導医のもとに行うことができるほ

か、鼓室形成術などの耳科手術や頸部腫瘍摘出術の助手を経験します。  
 
４～５年目  
病院名・診療科 
教育関連病院 耳鼻咽喉科  東邦大学医療センター大森病院 耳鼻咽喉科 
研修期間 



2 年 
習得内容 
日本耳鼻咽喉科学会の専門医取得に必要とされる一般臨床と耳鼻咽喉科の取り扱う疾患の特徴を習得

します。大森病院耳鼻咽喉科と協力関係にある研修指定病院で外来診療や手術を行い、それまでに習得

した手技をさらに向上させることができます。また、外来・入院に関するリスクマネジメントについて

も考える機会になると思います。 
 
専門医の取得 

耳鼻咽喉科を専攻することを志望している研修医は、後期臨床研修期間に日本耳鼻咽喉科学会に入会す

る必要があります。入会後、4年間の後期研修を大森病院や教育認定病院で受けることが、専門医試験

受験資格の必要条件になります。大森病院での研修生の専門医試験合格率は、東京都内１３医科大学の

中でも常に上位に評価されています。 

 
週間予定 
（月曜日）午前：外来初診（井田助教）、午後：音声外来（松島助教）、腫瘍外来（志村助教） 

夕方：教授病棟回診、症例検討、夜：抄読会、放射線治療カンファレンス 
（火曜日）外来初診（松島助教）、午後：補聴器外来（井関医師） 
（水曜日）外来初診（志村助教）、午後：腫瘍外来（志村助教）、難聴外来（谷野客員講師） 
（木曜日）外来初診（和田教授）、午後：副鼻腔外来（和田教授） 
（金曜日）外来初診（井田助教）、午後：めまい外来（井田助教） 
（土曜日）外来初診（交代制） 
手術：月曜日午前、火曜日、木曜日、金曜日 
 
教育関連病院・施設 
関連病院としては、東京労災病院、湘南鎌倉総合病院、汐田総合病院などがあり、教室の先輩医師が施

設責任者になっています。この研修修了により、耳鼻咽喉科学会専門医資格を取得するのに十分な経験

を積める体制です。 
 
コースの実績 
大森病院の耳鼻咽喉科では、過去 5 年間の専門医試験受験医師の合格率は９０％を越えています（全国

平均は約７０％）。東京都内 13 医科大学の中でも最上位施設としての評価を受けています。 
また専門医取得後後 5年以内に学位論文としてまとめることができるような臨床研究を取得できるよう

なシステムをあわせて整備しています。 
 
コースの指導状況 
東邦大学医療センター大森病院耳鼻咽喉科では初期臨床研修を修了し、耳鼻咽喉科の専攻を後期研修と

して希望する医師に対して、臨床医として要求される一般耳鼻科外来での対応、入院患者さんへの全身

管理と耳鼻科的専門技術と判断力を備えた専門医の育成をめざし、耳鼻咽喉科専門医の取得と大学病院

をはじめとした第一線の医療教育機関で活躍できるような医師の育成を目指した後期研修教育プログ

ラムを用意している。指導スタッフは以下の体制である。 



 
大森病院内指導責任者  和田  弘太 教授、井田 雄太郎 医局長 
湘南鎌倉総合病院    長舩  大士 医長 
東京労災病院      高柳  博久 部長 
汐田総合病院      塩野  久子 医長 
 
学位・大学院と海外留学について 
大学院希望者は積極的に受け入れています。前期研修後であれば専門医取得前であっても専門別研究班

に属し、指導者からテーマをうけ、学位の取得に努めることは可能です。大学院希望者であっても、は

じめの 2 年間は通常の後期研修の臨床経験を同時に受けながら研究の準備をおこない、後半の 2 年間で

研究の仕上げと学位論文の完成に努められるようなプログラムを個別に作成します。 国内での高度医

療施設での臨床経験として、1～2 年程度の国内留学や、米国を中心とした海外留学に関しての希望の相

談に可能なかぎり対応しています。経歴や能力に応じて個別に相談でき、積極的に参加できるようなシ

ステムを用意しています。 
 
評価及び修了認定 
研修責任者が研修医と面談して、１年ごとの研修内容について年度末の３月に評価を行う。病棟担当医

としての業務、専門手術の到達レベル、外来での専門診療の向上性、当直医としての緊急疾患への対応、

専門外来への参加、抄読会での英文論文の勉強、学会発表や論文作製の専門医としての教育実績などを

もとに総合的に評価する。評価は、研修医に提示されて次年度の到達目標を明確にする。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本耳鼻咽喉科学会 

資格名 専門医 

資格要件 後期研修 4 年以降に受験資格 

専門資格の概要 

大森病院耳鼻咽喉科は年間手術数、常勤スタッフなどに必要とされる規格を備えており、日本耳鼻咽喉

科学会から専門研修施設に認定されている。関連教育病院も専門研修施設になっているため、教育出張

中の経歴も受験資格に加算される。耳鼻科専門医の資格を有していないと、関連病院の医長または大学

での教育スタッフになれない。 

 
 


